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（
議
案
第
93
号
）

　

�

日
高
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
竹た

け

之の

内う
ち

定さ
だ

雄お

氏
を
選
任
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
94
号
）

　

�

日
高
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
び
井い

の

上う
え

紋も

理り

雄お

氏
を
選
任
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
議
案
第
95
号
）

　
�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り

被
害
の
生
じ
た
公
共
土
木
施
設
に

つ
い
て
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
に
基
づ
く

災
害
事
業
の
対
象
と
し
て
申
請
す

る
た
め
、
早
急
に
予
算
措
置
を
行

う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一

般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
６
千
325
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ

ぞ
れ
189
億
５
千
540
万
３
千
円
と
す

る
補
正
予
算
を
令
和
元
年
10
月
25

日
に
、
令
和
元
年
度
日
高
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
と
し

て
専
決
処
分
し
た
の
で
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

（
議
案
第
96
号
）

　

�

令
和
元
年
度
日
高
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ

れ
ぞ
れ
３
千
437
万
２
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
191
億
１
千
69
万
３
千
円
と
し
、

ま
た
、
繰
越
明
許
費
の
追
加
及
び

地
方
債
の
追
加
を
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出

金
の
う
ち
、
国
庫
負
担
金
で
は
、

災
害
復
旧
事
業
の
財
源
と
し
て

「
災
害
復
旧
工
事
費
負
担
金
」
を

増
額
、
繰
入
金
の
う
ち
、
基
金
繰

入
金
で
は
、
今
回
補
正
予
算
額
の

歳
入
歳
出
差
引
の
調
整
を
行
う
た

め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入

金
を
増
額
、
市
債
の
う
ち
、
市
債

で
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
財
源
と

し
て
「
公
共
土
木
災
害
復
旧
債
」

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
の

う
ち
、
総
務
管
理
費
で
は
、
交
通

安
全
施
設
整
備
・
維
持
管
理
事
業

で
、
市
道
幹
線
86
号
及
び
87
号
と

県
道
飯
能
寄
居
線
バ
イ
パ
ス
と
の

交
差
点
の
改
良
を
行
う
た
め
「
交

通
安
全
施
設
整
備
工
事
」を
増
額
、

災
害
復
旧
費
の
う
ち
、
公
共
土
木

施
設
災
害
復
旧
費
で
は
、
災
害
復

旧
事
業
で
、
令
和
元
年
台
風
第
19

号
に
よ
り
被
災
し
た
巾
着
田
曼
珠

沙
華
公
園
の
復
旧
に
つ
い
て
、
国

の
「
災
害
復
旧
工
事
費
負
担
金
」

が
見
込
め
た
こ
と
か
ら
、「
災
害

復
旧
工
事
」
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

�

（
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
）

　

第
６
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
10
号
）

　

�

♦
陳
情
書
（
空
き
家
対
策
の
推

進
に
関
す
る
件
・
市
町
村
公
的

審
議
会
等
委
員
へ
の
公
益
社
団

法
人
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
会
員
の
登
用
に
関
す
る

件
・
宅
地
建
物
取
引
士
証
の
掲

示
に
よ
る
固
定
資
産
評
価
委
証

明
書
、
公
租
公
課
証
明
書
の
交

付
・
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

規
制
緩
和
に
関
す
る
件
）


